
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

  

 

  

  

 

 

  

衆議院議員・小児科医 №636 

 
 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/abetomoko.jp 

検索 あべともこ 

あべともこ後援会入会及び、 

ボランティアスタッフ募集中！ 

 

https://twitter.com/abe_tomoko 

立憲民主党神奈川県総支部連合会 〒231-0012横浜市中区相生町 4-69-2Ｆ TEL 045-226-2377 FAX 045-226-2378 

2022 年 4月 13日 

日 

日 

Nenn  

 

日 

日 

衆議院議員あべともこ 
プロフィール 
神奈川 12区（藤沢市・寒川町） 
当選 8回、東京大学医学部卒業、 
小児科医、あべともここどもクリ 
ニック（湘南台）理事長 
現在、厚生労働委員会・沖縄及び北
方問題に関する特別委員会委員長、
原子力問題調査特別委員会委員 

衆議院議員 あべともこ事務所 〒251-0025 藤沢市鵠沼石上 1-13-13-１Ｆ 

TEL 0466-52-2680  FAX 0466-52-2681 E-mail：inochi@shonanfujisawa.com 

◆
核
共
有
よ
り
も
北
東
ア
ジ
ア
非
核
地
帯
を 

 

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
市
民
殺
戮
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
明
ら
か
に
な
り
、
人
々
が
一
刻
も
早
い
停
戦
を

願
う
中
、
安
倍
元
首
相
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
核
共
有
」

を
持
ち
出
し
、
日
本
で
も
議
論
を
と
主
張
し
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
諸
外
国
を
参
考
に
す
る
な
ら
、
東
南

ア
ジ
ア
、
南
太
平
洋
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
、
南
極
で 

締
結
さ
れ
て
き 

た
非
核
兵
器
地 

帯
条
約
を
北
東 

ア
ジ
ア
で
も
目 

指
す
べ
き
で
す
。 

日
本
の
平
和 

憲
法
や
非
核
三 

原
則
は
新
た
に 

締
結
す
べ
き
「 

北
東
ア
ジ
ア
非 

核
兵
器
地
帯
条 

約
」
の
貴
重
な 

礎
で
す
。 

 

 

◆
健
康
被
害
な
か
っ
た
こ
と
に
は
出
来
な
い
！ 

７
日
、
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で
福

島
の
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
に
つ
い
て
質
問
。

県
民
健
康
調
査
の
結
果
、
こ
の
１
０
年
で
２
６

６
人
と
多
発
、
内
２
２
２
人
は
既
に
手
術
で
確

定
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

効
果
」
だ
と
か
、「
過
剰
診
断
」
で
あ
る
と
し
て
、

健
康
被
害
そ
の
も
の
を
否
定
。 

し
か
し
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
計

で
、
原
発
事
故
前
は
年
１
、
２
名
程
度
だ
っ
た

発
症
数
が
事
故
後
に
増
加
。
発
症
率
比
較
も
以

下
（
左
下
図
参
照
）
に
示
す
通
り
で
す
。
こ
の

事
実
を
前
に
、
厚
労
省
は
「（
福
島
県
の
子
ど
も

の
甲
状
腺
が
ん
発
生
は
）
全
国
平
均
と
比
較
し

て
高
い
」
と
答
弁
。 

ま
た
、
担
当
医
師
ら
は
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
従
っ
て
診
療
、
リ
ン
パ
節
転
移
が
８
割
あ
る

な
ど
の
報
告
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
務
台
環
境

副
大
臣
も
「
診
断
や
治
療
が
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
」
と
認
め
ま
し
た
。 

本
年
１
月
２
７
日
に
は
、
事
故
当
時
６
歳
か

ら
１
６
歳
で
甲
状
腺
癌
を
診
断
さ
れ
た
若
者

が
裁
判
に
訴
え
ま
し
た
。「
多
発
」
の
事
実
を
否

定
す
れ
ば
、
歴
史
に
恥
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 
 

 

 
◆
薬
機
法
改
正
、
患
者
報
告
制
度
の
充
実
を 

８
日
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
て
「
医
薬
品
、

医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」（
略
称;

薬
機
法
）
に
つ
い

て
質
問
。 

改
正
案
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
有
効

性
確
認
の
為
の
第Ⅲ

相
試
験
の
結
果
が
出

る
前
に
、“
緊
急
承
認
”
を
可
能
と
す
る
も
の

で
、
副
反
応
集
積
は
使
用
後
に
な
り
ま
す
。 

従
来
副
反
応
は
、
医
療
機
関
と
製
造
業
者

か
ら
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
厚
労
省
副
反
応

検
討
部
会
で
審
議
さ
れ
、
患
者
本
人
か
ら
の

報
告
は
参
考
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
は
こ
の
患

者
か
ら
の
報
告
が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
患
者
報
告
制
度
を
し
っ
か
り
活

用
す 

る
必 

要
性 

を
指 

摘
し 

ま
し 

た
。 

 

健
康
被
害
を
守
る
制
度
の
見
直
し
を
。 

         

出所：厚労省「平成 30 年全国がん登録罹患数・率報告」

（令和 3年 6 月公表）より阿部知子事務所作成 出所：Wikipedia「非核地帯」 

 

出所：ＰＭＤＡホームページ 

 


